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鈴木 芽衣　SUZUKI Mei
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筑波大学のにぎやかな学園祭。毎年、芸

術専門学群では芸術祭が行われている。

たくさんのブースが出展する中、私はか

わいらしいキャラクターや少年少女のイ

ラストが目をひくお店に惹かれて立ち止

まった。そこで出会ったのは芸術専門学

群で学んでいる石田結香さん。彼女の描

く物語を感じるような作品と、彼女自身

のあたたかい人間性。そんな結香さんは、

一体どのように作品を生み出しているの

だろうか。

描くのが好き！

―芸術の道に進もうと思ったきっかけを

教えてください。

石田　描くことが好きだから自然とこの

方向を向いていました。小さい頃から

ずっと絵を描くことが好きで、お母さん

には『鉛筆を持って生まれてきた』なん

て言われました（笑）。小学校にあがった

頃はものが束になっているのが好きで、

メモ帳に絵を描いてカレンダーにしたり

カルタを作ったりしていましたね。あと、

小さい頃からマンガを描くのが好きでし

た！マンガを読むというよりも描くこと

のほうが好きで、友達と自作のマンガを

持ち寄って回し読みをしたりしてまし

た。

―素敵ですね。特にお気に入りだったマ

ンガはありますか？

石田　うーん……実は、昔読んだマンガ

はあんまり覚えてないです（笑）。やっぱ

り描くことがすきです。マンガそのもの

というよりも、キャラクターにはまっ

ちゃうことが多くて、そういう時期には

好きなキャラクターばっかり描いちゃい

ます。でも、ただイラストを描くんじゃ

なくて、マンガのストーリーとか実際の

歴史などの背景情報を調べて、自分なり

に解釈しながら描いています。

―かわいらしいけど、どこか不思議なも

のを感じる結香さんのイラスト。絵を描

くときにはどのようなことを考えている

んですか？

石田　最初におはなしの雰囲気があっ

て、いつの間にかキャラクターや構図が

できてることが多いです。何を考えてい

るっていうよりも、何も考えてないほう

がスラスラ描けたりします。風景画を描

いているみたいな感じかな……。（人や

キャラクターが）いて、いたから描いた、

みたいな。分かりづらいですよね（笑）。

描きたい人がいて描くときもあるけど、

途中でよくわからなくなってあとづけし

たりすることもあります。イラストに色

を塗っていくときも直感的に色を塗って

いくことが多いですね。

平面と立体感の中間

―学園祭で販売していたポストカード。

( 図１参照 ) 目を引く作品ですね。私もこ

の作品を見て思わず立ち止まってしまい

ました。

石田　これは無重力感とか J-POP をテー

マに描きました。ビッグバン！みたいな

感じです。背景はカラフルで抽象的な感

じなんだけど、「ありえそうでありえな

い」っていうのをイメージしています。

あと、このイラストでは立体感を意識し

てます。平面のほうが目を引くんだけど、

私は立体のほうが好き、です。平面と立

体感ってそれぞれの特徴があるけど、私

はもうちょっと親しみやすく表現したい

な、って思うんです。重なってる部分と

か普通では見えない部分にも線があって、

そこに色がついているとなんとなく立体

的で透明感のあるものに見える気がしま

せんか？そんな風に、立体感を線や色の

違いを使って、親しみやすくやわらかく

何気なく表現できたらおもしろいなーっ

て思います。やっぱり立体のほうが好き

なんだけど、平面にも立体にもいいとこ

ろがあって、片方だけには決められない

（笑）。だから、今は平面と立体感の中間っ

ていうのを探してます。イラストは現実

とはぜんぜん違うのに、なんか妙なリア

リティがある。そこがまた面白いですよね。

かっこよくないけどかっこいい

―結香さんのテーマってなんでしょう。

石田　うーん……私は、自分の好きな作

品を貼ったノートをつくっていて、どう

して好きなのかなーって考えたりしてま

す。かっこいいのが好きなんですが、かっ

こよくないものにかっこよさを見出した

いなーって思うんです。フリルとかピン

クとかって明らかにかわいいけど、他の

ものだってかわいさを持ってるし出して

いける。そういうギャップみたいなもの

が好きなんですね。たとえば、ふにゃふ

にゃの線だって描き方によってかっこよ

くなるんです。ふにゃふにゃした線とか

抽象的な丸とかって普通だったらあんま

りかっこいいとは思われない。でも、ふ

にゃふにゃしてるのに、なんかビシッ！

としてるとかっこいいって感じません

か？だから、最近は迷い線を引かないで、

1 本の線でシュッと描くように練習して

います。ふにゃって描いたはずなのにな

んかピシッときまっている、そういう矛

盾が良いんです。このイラストはふ

にゃっとした線でビシッときめるのを目

標に描きました。( 図２参照 ) ちょっと

気持ち悪いですけど…… これはマンガと

して描いたもので、色はつけずに白黒だ

けで表現してます。まだ、私が普通に描

いているものはぜんぶかっこよくありま

せん。でも、その中にどこかかっこいい

所が見えてくるように描きたいなぁと思

います。

　あとこれはイラストではないんだけ

ど、授業の課題でかぶりものを作りまし

た。「虫歯」のかぶりものです！（図 3 参

照） 歯医者さんってかっこよくない。私

の中ではふんぞり返ってる悪役のイメー

ジがあります（笑）。以前通ってた歯医者

さんでホントに小さい虫歯まで全部治さ

れたことがあって、それがいやだったん

ですね。何回も行かなきゃいけないし、

お金だってかかるし。でも、歯医者さん

にだってかっこいいところがあるし、こ

ういうふうに作品を作っていたらそのう

ちかっこよく見えてくると思ったんです。

―作品が完成した後はノリノリで撮影し

てますね。顔は見えないけど、かぶりも

のの中でどや顔しているのがわかります

( 笑 )。

石田　はい（笑）。防護服を着て虫歯のか

ぶりものをかぶって撮影しました。虫歯

も歯医者さんもかっこよくないけど、こ

こまでくるとなんか清清しいですね。

ポーズもふんぞり返ってみたり、禍々し

くしてみたり（笑）。この作品を作るのに

はいろいろと苦労したのですが、かっこ

よくないかっこよさを出せたと思います。

不憫な子　コタちゃん

―結香さんのイラストに登場するキャラ

クター。( 図 4、5 参照 ) この子はどんな

子なんですか。

石田　この子は『コタちゃん』です！家

でコタローって言う名前のヨークシャー

テリアを飼っていて、その子がモデルに

なっています。実はコタちゃんは文化祭

の前にできた子なんです。まだ生まれた

ばかりですね。

―コタちゃん、かわいいですね。これか

らどんな風に描いていきたいですか？

石田　不憫な子にしたいです！（笑）。か

わいい愛玩キャラクターじゃなくて、不

憫さを出していきたい。たとえば…ザル

をかぶせたいですね（笑）。浅草にそうい

う風習があるらしいのですが、ザルをか

ぶるのは縁起が良いことなんだそうで

す。だからかぶせたい！ザルもかっこよ

くないけど、実はかっこいい。不憫でかっ

こわるいんだけど、やっぱりかっこいい、

そんなコタちゃんを描いていきたいです。

これから

―これからはどんな制作活動をしていき

たいですか？

石田　今はやってみたいことがたくさん

あります。まだ動き始められていないも

のがほとんどなのですが……。まずはア

ニメーションを作ってみたいです。最近、

唐突に「動くはずないものが動くのって

すごい！」って感じたんです。そこから

今まで 1 枚絵として描かれてきたものを

動かしてみたいと思うようになりまし

た。イラストを動かすだけじゃなくて、

ペーパークラフトのような紙で関節を

作って動かせるようなものでも、コマ撮

りアニメみたいな感じで動きのある作品

を作りたいです。こういう風に思うよう

になったのはストーリー性を分かりやす

くつけたかったからなのかもしれませ

ん。あと、PV（プロモーションビデオ）

を作りたいです。小さい頃から楽器を

習っていて音楽に親しんできたので、音

楽とあわせた作品を作っていきたいと思

います。こちらも動きとストーリーを表

現したいです。とはいっても、まだぜん

ぜん実行できていないのが現状ですね。

これから頑張っていきたいと思います！
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galacticjpop   学園祭でポストカードとして販売していたイラスト。平面と立体感の中間をなにげなく表現している。（図 1）

「よぼくれ！はいしゃさん」の一場面。ふにゃっと
した線でもかっこよく感じられるように意識して
描いたそうだ。（図 2）

むし歯　かっこよくない虫歯もかっこよく感じられる。
（図 3）

（左）コタちゃん　眠っているコタちゃん。（図 4）
（右）コタちゃん　逆さまになっているコタちゃん。
　　　　　　　　  転んでしまったのだろうか。（図 5）


